
 

東京文京学習センタークラス会について 

 

1. クラス会の目的  

遠隔教育を基調とする放送大学は、学びの主体は放送であり、通学制大学と比較し、同年度の入学生が同

じ教室で一緒に学ぶ機会は少なく、学生相互の連帯が希薄的傾向にある。そのため、放送授業の学びに際し、

授業内容に関する情報が過疎な状態になりやすく、概して孤立感を生じやすい。 

また、放送大学は、極めて広範な年代と社会経験を有する学生の集まりであり、どのような科目を単位取

得すべきかが学生に任せられている割合が大きい。放送大学では、自分自身で学ぶ内容の取捨選択を求めら

れ、これはなかなか困難だと思われる。 

 

このように、いくらかでも新入学生の悩みを解決へと目指した先行の愛知学習センターでは、数年前から

「入学年次別クラス会」を組織し、学習計画の作成や単位認定試験、面接授業、卒業研究、ゼミなど修学に

係わる情報や意見をフランクに交換する場として試みている。 

当東京文京学習センターにおいても、このクラス会組織の有効性に着目し、平成 27年度 4月からクラス

会を実施した。主な活動は、新入学した学生がヨコのつながりで学友・仲間づくり、学習意欲のモチベーシ

ョンを維持しながら、放送大学での学びに順応していく交流の場の実現と捉え、学位取得して卒業にいたる

学生の割合を増やすことが大きな目標である。 

 

2. クラス会の参加者 

 同年度入学の全科履修生が構成の基本であるが、科目履修生、選科履修生の希望参加者も受け入れる。 

 

3. クラス会の組織構造（裏面・組織図を参照） 

 クラス会の運営により企画員を設ける。企画員の中から、代表、副代表および書記を選出。学習センター

との連絡窓口は代表が行う。2学期制である放送大学は、1学期クラス会と 2学期クラス会が別々に誕生す

るが、翌年 2月開催の 1、2学期合同クラス会を、年次クラス会とする。クラス会誕生時期の関係により、

第 1学期から代表、第 1、2学期から数名の副代表の選出が望ましい。 

 

4. 活動内容 

クラス会は会の目的を達成するため、以下の内容に関わる意見や情報交換などの機会を設けている。 

・学習計画に関すること           ・授業内容や科目選択に関すること 

・単位認定試験に関すること        ・大学院進学に関すること 

・大学生活に関すること           ・会の運営や会則に関すること etc 

 

5. クラス会の開催 

年間、数回程度の開催とする。入学の動機や目的、学習方法の疑問点やヒントを得る場とする。また、多

様な学び方（放送、オンライン、面接など）の意見交換や情報共有、さらに卒業研究や卒業後の大学院進学

他コース再入学の準備など、今後の学生生活を語り合う有意な場となっている。                                                    
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裏面もご覧ください 



 



  



  



 


